
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０歳から 30 歳未満までの子ども・若者。特に思春期から青年期（12

歳（中学生）から 30 歳未満）までを主な対象とします。 

※施策によっては、40 歳未満も対象とします。 

本計画期間は、平成 30 年度から平成 39 年度までの 10 年間とします。 

○計画の策定体制として、小平市子ども・若者計画庁内検討委員会に

おいて、検討を行い、小平市青少年問題協議会で意見を伺いました。 

○計画の策定に先立ち、小平市子ども・若者の意識・実態調査を行い、

子ども・若者の実態を把握し、計画の基礎資料としました。また、

小平市教育委員会が実施した小平市の教育に関するアンケート調

査結果の一部を資料として活用しました。 

小平市では、これまで小平市青少年育成プランを策定するととも

に、青少年対策地区委員会をはじめとした地域に根差した様々な青少

年施策を推進してきました。これまでの取組の成果を継承するととも

に、昨今の子ども・若者をめぐる問題に的確に対応するため、今後の

小平市の子ども・若者育成支援施策の方向性を示す「小平市子ども・

若者計画」（以下「本計画」という。）を策定し、施策を総合的・体系

的に推進していきます。 

○子ども・若者育成支援推進法第９条第２項に基づく、市町村子ど

も・若者計画です。 

○小平市第三次長期総合計画における青少年育成部門の計画である

第２次小平市青少年育成プランを引き継ぐ計画です。 

○子どもの貧困対策の推進に関する法律及び大綱を勘案した市の子

どもの貧困対策と位置付けます。 

○小平市教育振興基本計画や小平市子ども・子育て支援事業計画など

の関連する計画と整合・連携を図ります。 

視点１ 子ども・若者を尊重して 

視点２ 一人ひとりの状況に応じて 

視点３ 地域の持つ力を活かして 

目標１ 子ども・若者自身の力を伸ばし、自信と希望をもって社会を

生き抜く力を育てます 

目標２ 子ども・若者がチャレンジできる環境を整備します 

目標３ 子ども・若者に直接届く支援をします 

目標４ 子ども・若者を支える家庭を支援します 

目標５ 子ども・若者の成長を支える地域とその担い手が育つ環境を

整備します 

子ども・若者は、未来を担う貴重な存在であり、まちに活力と希望

を与える宝です。そして、大人の役割は、子ども・若者が未来に夢と

希望を持てるまちをつくることです。 

 子ども・若者が夢と希望を持てるまちを、地域で力を合わせてつく

ることを目指します。 

○小平市子ども・若者計画庁内検討委員会において、調整及び連携、

協力し、総合的・体系的に推進します。 

○関係機関をはじめ、民間団体や事業者など多様な主体と連携しなが

ら、推進します。また、子ども・若者の問題への関心を高め、その

成長と自立を地域で応援する本計画の理念の浸透を図ります。 

○国及び東京都の動向を注視し、必要な連携を図りながら推進します。 

○本計画の適切な進行管理を行うため、推進状況の確認を行い、市民

に公表するとともに、小平市青少年問題協議会に報告し、意見を伺

います。 

これまでの取組や統計・調査結果などを踏まえ、今後取り組むべき

課題を、以下のとおり整理しました。 

 １ 子ども・若者自身の力を伸ばす育成 

 ２ 再チャレンジできる環境 

 ３ 子ども・若者に直接届く支援 

 ４ 子ども・若者を支える家庭への支援の充実 

 ５ 子ども・若者の成長を支える地域と担い手の育成 

事業数合計：160（内再掲 64） 

事業数：32（内再掲 1） 

事業数：8（内再掲 2） 

事業数：15（内再掲 7） 

事業数：25（内再掲 8） 

事業数：80（内再掲 46） 


